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務所（代表・角尾隆信弁護士）で、労働者側での労働事件を専門
にしている事務所でした。当時は 79年の国連女性差別撤廃条約
の成立を受け、日本も早くこの条約を批准すべきだ、そのために
は条約が求める男女雇用平等法が必要だと女性運動が盛り上がっ
ていた時期でした。私も全国の労働組合や女性団体に招かれて、
雇用平等法を作ろうという勉強会をしていました。日本は 85年
に条約を批准しその年に雇用機会均等法が成立しました。
弁護士として手がけた中で特に心に残っている事件としては、

有期雇用であることを理由に育児休業申請を拒否された女性の代
理人となった欧州産業センター事件（東京高裁平成 17年 1月 26

日）、同じく育児休業を理由とする降格を争ったコナミデジタル
エンタテイメント事件（東京高裁平成 23年 12月 27日）などが
あります。某私立大学のキャンパス・セクハラの事件（東京高裁
平成 16年 8月 30日）も忘れられません。これは、大学の招聘
講師を務めていた著名な演出家が、マスコミに就職希望の女子学
生に懇親会の後でわいせつ行為を行ったというものでした。被告
は女性の同意があったと主張していましたが、裁判所は不法行為
の成立を認定しました。
判決が新聞で報道された後、ある地方の弁護士から手紙をもら

いました。自分も同じ加害者から被害を受けたという女優の卵か
ら相談を受けたことがあるが、その女性は自分のこれからの仕事
のことを考えると訴えることができなかった、それなので今回こ
のような判決が出たことを知り胸のすく思いだ、というものでし
た。昨年来のハリウッドでの #MeToo運動に接し、この事件の
ことを思い出しています。

――林先生が国際的に女性の権利問題に関する事件に取り組まれ

るようになったきっかけは何かありますか。

85年に国連の第 3回世界女性会議がナイロビであり、NGOと
して参加しました。それまで弁護士として取り組む女性の権利の

問題とは、労働事件や家事事件だと考えていたのですが、国連の
会議に行ってみると、それにとどまらず、暴力の問題とか、セク
シャル &リプロダクティブ・ヘルスの問題、戦争と平和の問題
など、多様な課題があるのだと気付き、自分はもっとグローバル
な視点から勉強をし直す必要があると思うようになりました。

87年に研究者である夫がドイツに留学することになり、私も
英国に留学することにしました。帰国後は古賀総合法律事務所
（代表・古賀正義弁護士）で国内訴訟・渉外案件を担当し、アソ
シエイトとして 8年間過ごす中、シェルターに保護される外国人
女性の事件などに取り組みました。

――他の事件とのバランスといいますか、どう両立されていたの

ですか。

私もよく、「あなたはどうやって生活しているのか」と聞かれ
ることがあります（笑）。私は周りの人たちに恵まれたと思いま
す。事務所はアソシエイト時代から自分の事件を自由にやらせて
もらえました。また、事務所の先輩弁護士や OBから共同受任の
事件を紹介していただくことも多かったです。

弱者の立場を理解してもらうために
材料を提供し、解説する

――林先生は早稲田大学法務研究科で客員教授をされていたとい

うことですが、どのような授業をご担当されていたのですか。特

に思い出に残っているエピソードがあれば教えてください。

必修科目であった民事訴訟実務の基礎と選択科目のジェンダー
と法を教えていました。また、浅倉むつ子先生と一緒にジェン
ダー法クリニックも担当していました。
特に印象に残っているのは、上司からレイプされたという新入

社員の女性の事件を学生と一緒に取り組んだことです。クリニッ

友達や先輩とのコミュニケーションが、
役に立った学生時代

――林先生は、早稲田大学法学部をご卒業されていますが、なぜ

法学部にご入学されたのですか。

私が高校 1年生のころ、日産自動車の差別定年制の仮処分決
定（東京地裁昭和 46年 4月 8日）が報道されました。男女間の
5歳差定年制が差別ではないかと争われた事件で、結果的には最
高裁で公序良俗違反とされたのですが、1審の仮処分申請は却下
されました。その理由が、女性の 55歳の生理的年齢は、男性の
約 70歳に相当する、というもので当時大きな反響を呼びました。
この事件が裁判に興味を持つ大きなきっかけとなり、社会科学を
勉強したいと思い、法学部に入学しました。

――それから、弁護士を志すようになったきっかけをお聞かせい

ただきたいです。

文章を書くのが好きだったので、大学入学当初は新聞記者にな
りたいと思っていましたが、周囲に司法試験の勉強をしている人
が多い環境だったこともあり、3年生くらいから受験を意識した
勉強をしていました。

――林先生はどのような学生時代を過ごされたのですか。本会報

の読者も関心のあるところでありますので、当時の司法試験の勉

強方法もお教え願えますか。

私の学生時代は、今のように予備校がたくさんあったわけでも
なく、もちろんロースクールもありませんでしたので、大学が開
講していた夜間の法職課程を受講していました。また、友達と勉
強会を組んで、短答の過去問を解いたり、論文試験の答案を合格
した先輩に見てもらったりしていました。自分の考えを口に出し
てみる、自分の説で相手を説得してみる、といった訓練を通じて
理解が深まったと思います。
――今も早稲田では、学生たちが構内で議論を活発にしていま

す。今のロースクール生と勉強方法は変わらないですね。

女性の権利問題は、
雇用の平等だけにとどまらないことを
気付かされた国連の会議

――林先生が弁護士になられてからのことを伺います。弁護士に

なられてからどのような事件をされていたのですか。特に印象に

残った事件などはありますか。

83年に弁護士に登録して初めに在籍したのは東京共同法律事

INTERVIEW

活躍する女性法曹
林陽子先生（アテナ法律事務所）　　

早稲田大学法学部を卒業され、国連女性差別撤廃委員会やカナダが議長国
を務める2018年のG7（先進国サミット）のジェンダー・アドバイザーを務
めるなど、国際社会でご活躍されている林陽子先生を訪ねて、アテナ法律事
務所に伺ってきました。 聞き手：堀越未央（法務研究科3年生）、大倉由莉（法務研究科2年生）
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1.キャリアの中で印象的なエピソード
――早速ですが、約 10年間法曹として仕事をしてこられて、印

象に残っているエピソードなどがあれば教えてください。

松井：失敗した話もあれば、嬉しかった話もあるし…いろいろあ
りますよね。
細永：そういえば 3年くらい前に、初めて訴訟で「勝訴」って
いう紙（旗）を裁判所前で掲げる、いわゆるビローンをしました
（笑）。集団解雇の事件で、労働組合に所属している労働者が十数
人、会社から次々に解雇されました。解雇無効を求めて何人かず
つでまとまって会社を提訴して、全部で第 5次訴訟まであった中
の、私は第 2次訴訟を担当しました。判決は解雇無効で、全員勝
訴したんです。それで、裁判所の前で「全員勝訴」という旗を出

して。すごく印象に残りました。
菊地：あれは判決内容に応じていくつか用意してあるんですか？
細永：そうそう。「一部勝訴」とか「全員勝訴」とかいくつか用
意してあって。だいたい、弁護団の中の若手がやる、と決まって
いるみたいですね。その時は私が弁護団の中で一番若手だったの
でやらせてもらいました。全部で 4年ぐらいかかった事件で、私
の中でも最長かもしれません。弁護団の人数もどんどん増えて
いって、最終的には 20人ぐらいいました。
菊地：私は、検察官 2年目の時に、被疑者が自白している殺人事
件を先輩から引き継いだんです。被疑者が犯行を自白しているの
で問題ないと言われていたのですが、、記録を読むうちに、本当
にこの被疑者が 1人で、相当大柄な被害者を絞殺できるのだろう
か、という疑問が湧いてきたんですよね。警察も私と同じ疑問を

松山美樹：早稲田 LS 1期既修（新 60期）。裁判官。横浜地方裁判所、金

融庁（出向）、札幌の家庭裁判所を経て産休育休を取得し、2017年 4月か

ら東京地裁商事部にて勤務。

細永貴子：早稲田 LS 2期未修（新 62期）。弁護士。旬報法律事務所にて

勤務。主に労働者側の立場で訴訟等を多数扱う。

松井さやか：早稲田 LS 1期未修（新 61期）。弁護士。長島・大野・常松

法律事務所に勤務後、LS同期が中心となって設立した早稲田リーガルコモ

ンズ法律事務所にて勤務。出産後、夫の留学に帯同し渡米。2016年から

カリフォルニア大学バークレー校ロースクールに留学。2017年 9月から、

㈱クレディセゾン経営企画部にて勤務。企業法務を中心に扱う。

菊地英理子：早稲田 LS 2期未修（新 62期）。検察官。東京、大分、京都

の検察庁を経て、福岡法務局で訟務を担当。2018年 4月から法務省で訟

務を担当。

出席者略歴

クに来る前に本人が告訴しましたが、刑事事件は男性側の「同意
があった」との言い分を認め不起訴でした。学生たちと、現場と
なった温泉に泊まりがけで調査に行き、捜査にあたった警察官か
らも直接話を聞き、検察審査会への申し立てをしましたが、検察
審査会も不起訴相当の結論でした。その後、民事裁判を起こし、
民事では勝ちました。任意で賠償金を払わないので被告の給与を
差し押さえ、民事執行までのフルコースでした。今でも当時の学
生たちとは交流があります。

――こういったセクハラ事件のときに被害女性がいつでも本当は

逃げられたと主張されることはよくあることだと思います。しか

し、被害女性は、心理的に強制されており、実際は逃げられない

状態にあるのではないかと思います。それを裁判所に理解しても

らうにはどうすればよいのでしょうか。

私は、弁護士としての力というのは、もちろん法律に強くなけ
ればなりませんが、どうしてその立場に置かれた人が、そういう
ことができるのか、あるいはできないのかということを解説して
あげる力が必要だと思います。裁判官や検察官は自分ではそのよ
うな困った立場に置かれた経験の少ない人たちですので、自分と
は違う弱さを持った人たちへの想像力を持ってもらう、その材料
を弁護士が提供できるかどうかが大事なところです。
また、当事者や支援 NGOが政策立案者と一緒に、法律の運用

を変えること、新しい立法を作ることも必要です。私は国連の仕
事でお世話になった横田洋三先生（国際法学者・法務省顧問）と
共同世話人になり、中央官庁と人権 NGOとの国際人権コンサル
テーションを開催しその橋渡し役になってきました。

――林先生がおっしゃっている弁護士としての力、とても共感で

きます。現在ロースクールが法曹としての力を育む場だと思いま

すが、高等教育機関としてのロースクールについて、林先生のお

考えになる理想像がありましたらお教えください。

ロースクールの魅力は、試験科目だけではなく、いろいろな科
目を幅広く勉強できるところだと思います。
弁護士になってから、労働事件をたくさんやりましたが、労働

法だけで解決ができる事件は少なく、たとえば独占禁止法の知識
や知財の発想が要求されました。また、これからますます専門化
する社会を生き抜くにあたり、大学院での教育はより重要だろう
と思います。

仕事の面白さは、
自分の行動が決める

――林先生は、日本の弁護士として国際的なキャリアを重ねてい

らっしゃいますが、日本法の知識や弁護士資格がグローバルな場

でどうアドバンテージになるのかお聞かせください。

私は、1年のうち、通算して 3か月間はジュネーブで国連女性
差別撤廃委員会に出席しており、その事務局は国連人権高等弁務
官事務所（OHCHR）ですが、そこにいる人たちの多くは法曹資

格を有しています。リーガルマインドは世界共通言語であり、法
体系が違っても驚くほど法曹は同じ発想、同じアプローチで問題
解決にあたります。専門性なくして国際社会での活躍もあり得ま
せん。

――以前、林先生が講演会で今、学生時代に戻ったとしても、ま

た弁護士という職業を選びたいとおっしゃっていたのを思い出し

ます。林先生にとって、弁護士という職業の魅力はなんですか。

自分の信念に忠実な仕事ができます。ただしそのためには経済
的な基盤と、自分が守るべき信念を培っていることが前提となり
ます。また事件を通じて本当に素晴らしいと思える人たちとの出
会いがあります。
新人のころ、先輩にアドバイスされたことで良かったなと思っ

ていることがあります。「仕事には最初から面白い仕事とそうで
はない仕事があるわけではなく、自分で面白くしていくものだ」
と言われたことです。後輩のみなさんにはぜひ、若いうちに海外
に出て他流試合を経験し、自分の知性がどこまで通用するか試し
てみてほしいです。

――最後に、母校である早稲田大学への要望を一言、お願いします。

卒業生は頑張っていますので、大学も世界ランキング 100位に
入れるよう、期限と数値目標を決めてもっと努力してください。

ロースクール（LS）世代が法曹となって
約10年が経ちました。
LSを修了した後法曹になった女性の方々に、
これまでのキャリアやLSを振り返って、
また今後の展望についてお話を伺いました。

ロースクール世代が語る、
	 それぞれの1 0年間

聞き手：松岡佐知子 弁護士
DISCUSSION

写真左から、松山美樹、細永貴子、松井さやか、松岡佐知子、菊
地英理子

林陽子先生　略歴
79年早稲田大学法学部卒。83年弁護士登録。早稲田大学法務研究

科前客員教授（04年 ~09年）。女性の人権 NGOで当事者のための

法的支援に取り組む。国連世界女性会議日本政府代表団顧問（95

年）。自由人権協会事務局長、内閣府男女共同参画会議・女性に対

する暴力専門調査会委員を経て、08年に国連女性差別撤廃委員会

委員、15年には日本人初の同委員長に選出。18年にはカナダ政府

の委嘱により G7サミットのジェンダー平等諮問委員会委員に就任。

英国に本部のある apolitical（EUなどが出資し各国の公務員の政策

立案を支援する組織）から、「世界のジェンダー政策に影響を及ぼ

す 100人」に日本人として唯一選出される。
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感じていて、鑑識の人がすごく頑張って細かくチェックしてくれ
て、そうしたら犯行場所から 1つだけ謎の指紋が出てきて、「な
んだこれは」となったんですね。その後、それが被疑者の知人の
指紋ということが分かり、実は被疑者がその知人に殺人を手伝わ
せていて、さらに他にも共犯者がいるということがどんどん分
かっていったんです。
全員：すごい！
菊地：経験が少なくても、「変だ」という感覚を信じていい、自
分を信じて思ったことを言っていいんだなと思いました。人の言
うことを鵜呑みにせずに、丹念に記録を見て、ちゃんと自分で考
えることが大事なんだなと。
松井：新人時代の思い出と言うと、LSで企業法務をある程度勉
強したつもりだったのですが、事務所に入ってみると、専門用語
が分からないし日本語と英語で業務が進んでいくしで、最初の 1

年間は本当に自分がここで働けるのか不安な中で過ごしていまし
た。でも、分からない中でもがいたり、失敗してもチームとして
サポートしてもらったりと、すごく鍛えられた期間だったなとい
うのが印象に残っています。
細永：最初の頃は結構失敗とかしちゃいますよね。でもそれを一
緒に負ってくれる人たちがいて、それで成長できた気がします。
松井：そうですね、本当に育ててもらいました。
松山：私は、家裁で担当したある少年事件が印象に残っていま
す。その子は中学生で、最初の審判の時は椅子にきちんと座るこ
ともできず、やってられないみたいな態度で、これは厳しい判断
になるのかもしれないと思いました。でもよくよく話を聞いてい
くと、弟が生まれてから親が全然話を聞いてくれなくて、学校に
行っても勉強が分からないから居場所がなく、悪いことをする仲
間と一緒にいるしかなくなっていった…ということがだんだん分
かってきたんです。
最後の審判の時に、同席していた親御さんに向かって「この子

はいい子ですね」と言ったら、その子が、「自分のことをちゃん
と見てくれた」と言って泣いたんですね。少年院に行くこともな
く、その後もたまに裁判所に来てくれて、弟を紹介してくれたり
するようになりました。1人の子が進む道を少しでも変えられた
のかなと感じて、すごく印象深いですね。
菊地：私も印象に残っている少年事件があります。複数の少年に

よる強盗事件で、ある少年が主犯格と考えられていました。その
子は、最初は全然何も話さなくて。でも共犯者の 1人が「あの子
が主犯だ」と言っているし、本人は喋らないし、非行歴もあった
ので私もそうなのかなと思っていたんです。
でも家裁送致の直前の取調べで、急に泣き出して、「本当のこ

とを言います」と。実は、行為はやったけれど、主犯ではないと
言うんですね。本当の主犯は他の子だけど、今までの自分の非行
歴を考えれば、自分が何を話しても絶対信じてもらえないと思っ
ていたので、話さなかったと。ただ、警察の担当者や弁護士が毎
日のように自分に会いに来てくれて、自分のことを親身になって
心配してくれたので、その子は、自分のことを考えてくれる人が
いるんだ、ということを毎日少しずつ実感していって、これは
ちゃんと話さないといけない、と思うようになったそうなんで
す。それで、話すことにしたと。それを聞いて私は、子どもは周
りの人がどれだけ自分の話を聞いてくれるかに影響される、とい
うことを改めて思い知らされて、すごく反省しました。
松井：私は仕事で未成年の方と接したことがほとんどないので、
今のお話はすごく新鮮です。
この 10年間を振り返ってみると、企業法務を扱う身としては、

ESG経営など企業社会全体にコーポレートガバナンスやコンプ
ライアンスの意識が高まってきた近年は特に働いていてとても面
白いと感じます。経営企画部という会社経営の大きな方針を策定
する部署に所属しているということもあって、リーガルな視点を
持ちつつ、経営環境の変化に対応しながら企業競争力を高めるた
めの活動に関わることができるのが楽しいですね。今、経営と
法律がオーバーラップする分野の人材ニーズはとても高いので、
LS生や若手法曹でそういった仕事に興味がある方にはどんどん
挑戦することをおすすめしたいです。企業には、市民社会に対す
る義務を果たすという使命もあると思っているので、仕事をして
いる時も、会社のためだけではなく、会社のステークホルダーで
ある従業員、お客様、投資家等の多くの人のために働いていると
いうような意識を持っています。皆さんのエピソードのように 1

人の人生に深く関わるということはあまり無いですが、広く責任
を果たす仕事だと思っています。

2.ロースクールを振り返って
――実務に出て約 10年経ったところで、LSを振り返ってみて、

いかがでしょうか。

松井：私は LSに行って本当に良かったと思っています。LSで
色々な法分野についてしっかりじっくり学べた、しかも実務的な
勉強もできたというのが良かったなと。リーガルクリニックやエ
クスターンシップの授業にピュアな気持ちで取り組んだのも良い
経験でした。アメリカ留学中もリーガルクリニックに参加したの
ですが、実際の案件の中での学びは鮮明で、得られるものが多い
と思いました。
菊地：私は刑事クリニックを受講したのですが、すごく良かった
です。刑事弁護で、依頼者をどうやって守るか自分たちで考え

て実践するというものだったんですが、今、検察官になってみる
と、ずいぶん無謀なことを先生にお願いしたなと思います（笑）。
でも担当の四宮啓先生が「それはできない」「それは間違ってい
る」などとおっしゃらず、一緒に検察庁に行って申入れをした
り、書面を書いて出したり検証をしたりということを挑戦させて
くださって。心の中では「勘弁してくれ」と思っておられたと思
うのですが（笑）。その時の、自分たちで考えて実行する、とい
う経験は非常に貴重でした。その経験があったので、修習中に検
察官を目指そうと思った時も臆せずに自分の意見を言えました
し、いろんな発想をできるようになったと思います。
松山：私は民事クリニックを受講しました。それまでは教室で体
系的に法を学ぶという感じでしたが、クリニックでは実際の法律
相談に同席して、相談者の話を聞きながらその場で一から法律構
成を組み立てるという経験をしました。それで、法律とは人を守
る手段になるんだなということを実感したというのが大きかった
ですね。あと LSで一番印象的だったのは、わざわざ高速プリン
ターを買うくらい、一所懸命に判例を読んだことですね（笑）。
全員：ああー！
松山：きちんと原典に当たって、自分で読んで考えるという姿勢
や能力は、LSで鍛えられたと思いますね。裁判官になった今も
活きています。
松井：確かに、原典に当たってとことん調べる習慣というのは
LSで身につきましたね。私は法学部出身ですが、学部ではあま
りそういうことはしなかった気がします。
細永：私は、1日中 LSに居て、3年間住んでいたようなもので
した（笑）。私は法学部出身でしたが入学当初は憲法も分からな
い状況で、同級生や先輩にいろいろ教えてもらいました。先輩の
松井さんが我々に教えてくださったノウハウも実践していまし
た。LSの定期試験の試験問題も良かったので、勉強の手を広げ
なくても一定の水準に達することができる環境があったのが良
かったですね。

3. 今後の展望
――法曹としてのキャリアについて、今後どのような展望を持っ

ておられますか。

菊地：私は、刑事事件がやりたくて検察官になったのですが、福
岡法務局に行って初めて訟務をやり、おもしろいなと思ったの
で、いずれを専門にするか迷っています。
検察庁では毎年、どういうところに興味があるかという希望を

聞かれます。私は、訟務にちょっと興味があると書いたので、行
くことになった感じですね。行ってみたら、予想していたよりも
おもしろくて。検察庁にはいろいろな出向先があって、そこに
行くとまた違うものが見えるというのが、良いところです。組織
に入ることで方向性が固まってしまうのではと思っていたのです
が、意外といろいろなことができるな、と感じています。
福岡と法務省の訟務の違いを紹介しますと、各管区内の訴訟事

件を実際に担当しているのは地方局です。福岡の場合は九州全体

が管轄でした。これに対して、法務省は全国の事件を統括してい
るという感じです。法務省が担当する事件もあります。
松井：今後の展望について、ひとことで言うと、世の中を少しで
も良くしたいと思っています。そのために、今まで法律専門家が
やっていなかったところにも手を伸ばしていきたいです。留学中
にネゴシエーションやトランザクションといった法技術を地域社
会のために活用するプロジェクトに参加していました。例えば、
賃料が急激に高騰している地域の住人グループを代表してアパー
ト開発業者と交渉し、全戸数のうち何 %は手ごろな値段の賃料
に抑えるという合意を取り付けたりしました。こういった形で、
将来的にはリーガルスキルをより幅広い場所で活かせる仕事がで
きたらと思っています。今は組織の中で働くことにやりがいを感
じているので、引き続き組織内で働く中で今まで法律専門家が取
り組んでこなかったことにもチャレンジしたいです。
松山：裁判官としては、担当になった事件を 1つ 1つ丁寧に審理
して、解決していくことだと思っています。裁判官は年数を重ね
るごとに経験を積んで知識や力がついていくので、1年後 2年後
3年後は今よりもっと成長できているだろうなと思います。その
成長を楽しみに、10年 20年と続けていけたらいいなと思ってい
ます。
ちなみに裁判所では、進路として、民事か刑事かの希望は取っ

ていて、わりと通る印象です。10年目くらいからどちらかに分
かれていって専門が決まっていくイメージですね。
細永：私は、もともと世の中を変えたいと思って弁護士を目指し
たのですが、1件 1件の紛争という外側の問題が解決しても、内
側の、当事者の内心の部分が解決しないまま終わってしまうよう
な気がして、違和感がずっとあったんです。最近になって、法律
家は、ただ紛争を解決するだけではなく、人の内心にもアプロー
チできるのかな、そういう可能性もあるのかなと思えるように
なってきました。紛争を解決した先の人生というか、対立した当
事者がお互いに感謝して終わることができるような解決を考えた
いです。紛争が無いとメシの種が無いというのではなくて、弁護
士が要らないくらいの世の中にしたい、という感じですね。
松井：もし紛争が無くなっても、弁護士のメシの種はたくさんあ
るので大丈夫です（笑）。
菊地：法務省の中にも予防司法を扱う部署があります。事前に法
律家が関わることで、紛争になる前に解決したり誰かの権利を侵
害することを回避したりできるということがありますね。法律家
としては、紛争解決だけではなく、そういう仕事も大事だと思い
ます。
松井：紛争になったときに、解決を図る仕事は必要ですし、すご
く大切だと思います。ただ私は、どちらかといえば紛争を防ぐ方
向の仕事に力を注いでいきたいと思って活動をしてきました。今
までは予防法務というと企業法務の話が多かったですが、菊地さ
んのおっしゃったとおり、企業以外の場所にもそういったニーズ
はたくさんあるし、予防的な法務の範囲がどんどん広がるといい
なと思います。
菊地：法務省の中の予防司法というのは、他省庁から事前に法律
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相談を受けるような感じです。各法務局においても行政庁から
相談を受けたりしています。訴訟になる前に交渉できればお互い
win-winで終わることができる可能性がありますよね。
松井：興味深い取組みですね。先ほどご紹介した留学中に体験し
たプロジェクトも、これまで紛争になっていた状況の中に win-
winを作るための活動でした。今まで住民が企業や地方自治体を
訴えるしかなかったところを、どのようにすれば当事者を交渉の
テーブルにつかせることができるか、どうすれば前向きな合意が
できるかといったことに取り組んでいて、とても面白い手法だと
思いました。
細永：それは当事者が複数いて、その複数の代理人をするという
ことですか？
松井：コミュニティの代理人という形です。アメリカではコミュ
ニティ・ローヤリングという手法が提唱されていて、コミュニ
ティという一見捉えにくい集団の利益をどのように代理するか、
ということが研究されています。日本ではリーガルスキルという
とまだ訴訟中心の話になりがちですが、より広く捉えて、LSが
様々な場所に人材を送り出す基盤になって欲しいです。
細永：日本では、利益が共同する人たちと一緒に何かするという
ことが多くないように感じますね。私は労働者側で労働事件をた
くさんやっているんですが、労働組合が本当に弱くなっていると
感じます。組合がきちんと機能していれば、会社側と対峙して、
訴訟までいかずに交渉で解決できる問題があるはずなんですが、
経営者が労働組合を嫌悪している感じがするんですよね。労働組
合があった方が会社は健全化すると私は思うのですが。法律家も
もっとそういうところに関わっていけたらいいなと思います。

4. 後輩に向けて
――最後に、改めて後輩の法曹や LS生に向けてメッセージをい

ただけますか。

菊地：LS生には、今しか広くじっくり勉強する機会は無いので、
試験のことだけではなくとにかくいっぱい勉強した方が良いとい
うことを伝えたいです。仕事に入ると必要に迫られて勉強します
が、こんなに時間を取ってじっくり勉強するということはないで

すし、勉強したことは必ず後で役に立ちます。
松井：若手法曹の方、LS生にお伝えしたいことは、法曹資格が
持っている可能性というのはすごく広いということです。どこか
一箇所での仕事や働き方が自分に合わないと思っても、自分から
動いていけば、自分に合った働き方や、自分が一番エキサイティ
ングだと思う仕事を得られると思います。臆せずにこの世界に飛
び込んでほしいです。
細永：最近、弁護士に関するネガティブな情報が多いのですが、
10年 20年経ったら世の中が変わると思うので、今の情報だけを
信じないほうがいいんじゃないかなと思っています。自分の感覚
を信じて、道なき道を行く勇気を持ってほしいです。法曹の仕事
には枠があるようで、ありません。自由な発想で、ワクワクした
りエキサイティングだと思うことをすれば、人の役に立つことが
できる仕事だと思います。
松山：私は、任官してから今まで、辞めたいと思ったことは 1度
も無いんです。年を取るにつれて、自分の力がついてきて、仕事
ができる範囲も広がると思います。転勤はありますが、女性も一
生続けられる仕事だと思います。ぜひ目指してもらえればと思い
ます。

――お忙しい中、本日は本当にありがとうございました。

四月会 （68期　大門真一朗）

去る 2月 23日、リーガロイヤルホテル東京にて 7名の新入会
員を迎えて、四月会の例会が開催されました。
四月会とは、早稲田大学出身の裁判官からなる集いで、幅広

い期の裁判官や、法学部長、法務研究科長といった大学の関係
者なども参加されます。私は今回で 3回目の参加になりますが、
毎年、色々な参加者から刺激を得られる機会です。
今年も、様々な方からお話をいただきました。その中で印象

に残っているのは、既に裁判官を引退した大先輩方から、新任
判事補に対して、裁判官としての心構えをご教示いただいた際
の、その一人、藤村先生からのお言葉です。裁判官の仕事は国
家権力の行使であり、当事者は、裁判官の一挙手一投足、何気
ない仕草にまで気を配っているというお言葉でしたが、70期の
新任判事補にはもちろん、私にとっても激励のお言葉になりま
した。
会の最後に、校歌斉唱、エールがありました。例年、新補が

エールを切っており、今年も会の前からエールを切る新補を指
名し、入念に準備を進めておりましたが、その子が仕事の引き
継ぎで遅くなり、急きょ別の新補がやることになりました。直
前の 10分くらいで YouTubeの映像を見て詰め込むということ
で本人は大変だったかと思いますが、大役を立派に務めてくれ
ました。
この会の良いところは、幅広い期の裁判官が集まって、普段

できない交流ができるところにあります。普段関わらない先輩
方から、仕事のやり方や心構えを聞くことができ、一つの部の
中でみっちりと仕事の仕方を叩き込まれている段階の私にとっ
ては、大変刺激になる機会でした。
さて、今年の幹事の皆さん、忙しい中大変お疲れ様でした。

二次会も含めて、楽しい時間を過ごせました。来年の幹事の皆
さんも大変だと思いますが、頑張ってください。楽しみにして
います。

近畿法曹稲門会 （69期　山澤満）

69期の山澤満と申します。稲門法曹会事務局を務めさせてい
ただいているご縁から、本稿を担当させていただくこととなり

ました。
近畿法曹稲門会は、その活動の活発さで知られております。

定期総会や実務家あるいは研究者の先生をお招きしての実践講
座の開催といった「固め」の会だけでなく、本稿でご報告いた
します、ビアパーティといった懇親会も開催されております。
さて、本年度のビアパーティは、平成 30年 7月 17日午後 6

時 30分より、阪急グランドビル 27階・グランド白楽天におい
て開催されました。参加者は 21名（内修習生 1名）で、昨年と
同程度といったところでしょうか。
ビアパーティは、本年度幹事の阪口博教先生（60期）の軽妙

な司会のもと、代表幹事の森本宏先生（39期）によるご挨拶で
開会しました。
引き続き、岩城本臣先生（28期）に乾杯のご発生を賜り、歓

談となりました。当日は最高気温が 36℃を超える猛暑日であり、
27階から一望できる大阪市の夜景も相まって、一口目のビール
の美味しさといったら、全くもって堪えられません。夏場は毎
月 1回ビアパーティを開催しても良いのではないでしょうか。
さて、歓談の後、平成 30年度大阪弁護士会副会長を務めてお

られる藤川義人先生（47期）及び平成 29年度大阪弁護士会会
長を務められた小原正敏先生（31期）からご挨拶を頂きました。
私の知る限り、少なくとも、平成 28年度以降、毎年度本学出身
者が大阪弁護士会の要職を務めておられます。本学出身者が関
西においてもご活躍されているとの認識を新たにいたしました。
ご挨拶の中では、6月 18日に発生した大阪府北部地震にも話が
及び、有事の際に、大組織の執行部として臨機応変に対応する
ことの大変さを垣間見た気がいたします。
その後、各出席者から近況報告が行われ、「ベテラン」と呼ば

れる先生方が精力的に活動されている様子を伺い、このような
バイタリティの溢れる弁護士になりたいものだと感じました。
最後に、出席者全員で校歌斉唱し、三苫孝先生（52期）の

エールを以て閉会となりました。
盛況なビアパーティではありましたが、より多くの若手法曹

の参加を実現すべく、草の根活動を頑張ろうと感じた次第です。
以上、乱文乱筆ではございますが、最後までご覧いただき、

ありがとうございました。

 

平成30年度

各支部だより 稲門法曹会各支部の最新情報をお届けしています。
多くの地域で様々なテーマの集いを企画し、会員相互の親睦を深めています。
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田薫総長（当時）にご講演いただくなど、活発に活動していま
すので、稲門法曹会東北支部もこれにならって充実した活動が
できるよう、及ばずながら尽力したいと思います。

北海道支部 （68期　柴野淳一郎）

今回は、今年度より北海道支部事務局を務めさせていただく
こととなった私から、北海道支部の近況をご報告させていただ
きます。北海道支部は、会員数 100名を超える規模（らしい）
ですが、九州全体の 2倍以上の面積という地理的な影響もあり、
残念ながらこのところは目立った支部活動が行われておりませ
ん。
そこで、北海道支部では、このような現状を打破して支部の

結束をはかるため、今年度より、村松副会長を筆頭に、以下の
活動を計画しています。
①会旗の製作

皆様ご存じのとおり、北海道には 4つ（旭川、釧路、札幌、
函館）の地方裁判所・弁護士会が存在しますが、実は、これに
対応して 4つの稲門法曹会が結成されております。そこで各稲
門法曹会、ひいては稲門法曹会北海道支部全体の結束をはかる
ため、各稲門法曹会及び北海道支部の会旗を製作することとい
たしました。

②支部総会の開催

北海道支部会員が一堂に会する機会を確保すべく、会旗の完
成披露も兼ねて、支部総会を開催します。
支部総会では、早稲田大学に縁のある著名人をお招きして、

記念講演を行う予定です。記念講演については、法曹関係者の
みならず、北海道の各稲門会から広く興味を持っていただける
ような講師・内容を鋭意企画中です。
誰もが慣れ親しんだ校歌「都の西北」には、「集り散じて　人

は変れど　仰ぐは同じき　理想の光」という一節があります。
この広大な北海道の大地に一見「散じて」いるかのように見

える稲門法曹会員が、同じ「理想の光」を仰いでいることを再
確認できるよう、今後支部活動の活発化に注力してまいります。

 

平成30年度

各支部だより

検察稲門会 （70期　子安伽奈）

検察稲門会は、現役の検事のみならず、退官後に弁護士や公
証人として活躍されている方々を含め、全国に約 380名の会員
を有しています。例年、在京の会員を中心として会員相互の交
流を深める機会として例会が開催されており、本年度は平成 30

年 3月 7日に、法曹会館にて平成 29年度例会兼新任検事歓迎会
が開催されました。
本年度は、諸先輩方から御挨拶として貴重なお話を頂くとと

もに、会全体を通して、現役、OBを問わず多くの会員の方々
とお話させていただくことができ、その中で、検察官としての
豊富なご経験などを伺うことができる、大変有意義なひと時と
なりました。
また、例会は平成 29年 12月に任官をした新任検事の歓迎会

も兼ねていることから、会の途中では、新任検事 7名が登壇し、
自己紹介を行いました。各々の個性的かつ熱意や早稲田愛に溢
れた自己紹介が終わった後、諸先輩方から暖かく声を掛けてい
ただける場面もあり、検察稲門会に迎えていただけた嬉しさを
感じました。
会の最後には、新任検事代表の旗振りのもと、全員で早稲田

大学校歌を斉唱し、盛会のうちに終えることができました。

中部稲門法曹会 （61期　稲垣遼）

平成 30年 7月 10日（火）、名古屋国際センター 25階「東天
紅」にて平成 30年度中部稲門法曹会が開催され、50名を超え
る会員にご参加いただきました。
開催日から遡ること約 1か月の 6月某日、池田桂子幹事長と

担当幹事 5名は、早稲田大学近くの「キッチン南海」に集合し、
その後、一日以上かけて、早稲田大学やその近辺を取材してき
ました。取材陣は、年月とともに変わってしまった早稲田を、
年月を経ても変わらない早稲田を写真や動画におさめてきまし
た。
この取材は、今年のテーマ「早稲田のいまむかし」のために

行ったものです。ご参加いただく会員に楽しんでいただけるよ
う、これまでもその年ごとにテーマを決めて企画をしてきまし
た（これまでは、「早稲田野球」や「早稲田ラグビー」等があり
ました。）が、今年は、幅広い年代の会員が楽しめように、テー
マを「早稲田のいまむかし」に決めました。
取材してきた写真や動画の上映が始まり、昔からの建物や懐

かしのお店の様子が映し出されれば、会員からは「懐かしい !」
との声が聴かれ、近代的なビル様式の校舎が映し出されれば、
会場には「変わっちゃったなあ」との声が漏れました。そして、
ご参加いただいた会員が「早稲田のいまむかし」に思いを馳せ
る中、司会の原島正会員の巧みな話術によって引き出された各
会員の在学時代の思い出話に、会場は大いに盛り上がりました。

その後は、昨年に引き続きお越しいただいた応援部 OB高田
温様の掛け声のもと、校歌「都の西北」を斉唱し、熱気あふれ
るまま、閉会となりました。
「早稲田のいまむかし」というテーマのもと、世代を超えた稲
門の絆をより一層深めることができました。
今後も、多くの会員にご参加いただき、稲門の絆を深められ

るよう、幹事一同、引き続き尽力して参ります。

東北支部 （64期　竹中大輔）

前回の各支部だよりに掲載された平成 28年 8月 31日の仙台
法曹稲門会が、つい最近のことのように思われますが、この間
東北支部では目立った活動ができておりませんので、私の把握
しうる限りで、稲門法曹の活動などに触れたいと思います。
仙台弁護士会では、年 2回弁護士研修会を開催しております

が、平成 29年 1月 23日の弁護士研修会に、村田渉仙台地方裁
判所所長（当時）を講師としてお招きしました。「裁判官の思い
と弁護士の訴訟活動－紛争解決のために必要なものとは何か」
というテーマで、近時の裁判官の事実認定についての考え方や、
裁判官による心証開示の在り方など訴訟活動における裁判所と
弁護士の協働主義的審理運営についてご講義いただき、盛会と
なりました。
また、仙台の若手弁護士有志が集まり、劇団ナインピアとし

て「ラスト・オーダー 2」という憲法改正をテーマとする演劇
を上映しました。この劇団ナインピアの代表を松浦健太郎弁護
士（64期・法学部平成 15年卒）が務めており、不肖私も長ゼ
リフの役をどうにか演じました。平成 29年 9月 24日に仙台公
演を行いましたが、岩手弁護士会にもお招きいただき、盛岡市
内のおでってホールで平成 30年 4月 8日に巡業公演を行うこと
ができました。
なお、東北支部全体での活動はなかなか実現できておりません

が、東北弁護士会連合会では、定期弁護士大会や夏期研修を各単
位会輪番制で開催していますので、そのような機会に合わせて懇
親会を開催することなど工夫していければ思っております。
仙台では、東京六大学宮城校友の会が盛んで、稲門会宮城県

支部では、平成 29年 9月 17日に宮城県支部大会を開催し、鎌

平成30年度
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出席状況

214名　　※参考：懇親会　159名（合格者含む）

規則改正報告

常任理事会にて「旅費・謝礼規則」の改正が行われたため報
告がなされました。
本部からの講師派遣・会合出席のみではなく、支部からの出

張等についても対象とする必要があるとの趣旨で改正が行われ
ました。
改正された「旅費・謝礼規則」についてはWebサイトにて

ご覧いただけます。

総会

秋山事務局長の司会のもと、総会が行われました。今年は、旅費・
謝礼規則の改正報告及び、稲門法曹会の事業実施状況について説
明がなされました。

記念講演会

村田渉判事に「民事司法の現実と法
曹の未来」と題し、合格者や新人法
曹を中心とする稲門法曹に向けてご
講演いただきました。

（左）秋山靖浩事務局長、（右）山田勝利会長 記念講演会の様子

村田渉判事

稲門法曹会

活動報告

会計報告
収 入 支 出

項 目 金 額 項 目 金 額

前年度繰越金 9,817,851 委託費 3,240,000

会費 6,654,941 手数料・雑費 6,804

受取利息 90 会合費 510,221

記念品売上 5,000 印刷費 326,484

祝金 42,000 会報作成費 1,036,800

広告収入（会報） 74,844 記念品代 1,192,320

事業費 111,417

通信費 155,552

ロー・レビュー支援 200,000

システム運用費 38,772

稲門法曹奨学金 1,300,000

旅費・交通費 0

謝金 0

小 計 8,118,370

次年度繰越金 8,476,356

合 計 16,594,726 合 計 16,594,726

懇親会（合格祝賀会）

今年も、たくさんの稲門法曹が全国各地か
ら集結しました。応援団・チアリーダーも
登場し、最後は全員で校歌を合唱しました。

（上）校歌斉唱、（下）全体集合写真 （上）九州支部、（中）北海道・東北支部、
（下）村田判事を囲んで

稲門法曹会・早稲田大学 ２０１８年度スケジュール
2018年

 3月 10日 （土）    会長・副会長会議
  24日 （土） ~ 26日 （月） 卒業式
 4月 1日 （日） ~ 3日 （火） 入学式
  22日 （日）  　  早慶レガッタ
 6月 2日 （土） ~ 4日 （月） 早慶戦（春季東京六大学野球）
  7日 （木）    司法試験短答式合格発表
  30日 （土）    常任理事会
 9月 11日 （火）    司法試験最終合格発表
 10月 20日 （土）　   稲門法曹会　総会・懇親会（合格祝賀会）
  21日 （日）　   稲門祭
 11月 3日 （土） ・4日 （日） 早稲田祭
  上旬     早慶戦（秋季東京六大学野球）
  下旬     ラグビー早慶戦
 12月 上旬     ラグビー早明戦

2019年

 1月 2日 （土）・ 3日（日） 箱根駅伝
 3月 中旬 　    会長・副会長会議
  下旬 　    卒業式

稲門祭　2017.10.15

生憎の雨にもかかわらず今年も多くの方々
が相談に立ち寄られました。2018年も出
店を予定しておりますので、皆さま奮って
ご参加下さい。

常任理事会　2017.6.17 正副会長会議　2018.3.10

司会：丹野駿吾（69期）
　　　辻野真央（69期）

総会・記念講演会・懇親会（合格祝賀会）　2017.10.21

2017年 10月 21日（土）、リーガロイヤルホテル東京にて
2017年度稲門法曹会総会・懇親会（合格祝賀会）が行われま
した。
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稲門法曹を訪ねる旅

――「慧眼」とまで言わしめるのはすごいですね。改めて裁判員

裁判の意義を感じた気がします。ところで、大熊判事が印象に

残っている裁判はありますか ?

さいたま地裁の部長時代に担当した、首都圏連続不審死事件は
強く印象に残っています。
この裁判は争点が複雑で、裁判員の方々に対する拘束期間が

100日に及んだのですが、まず 100日も時間を割ける裁判員がい
るのかどうか、裁判員が集まっても、100日に及ぶ審理と評議に
裁判員の方々がついてきてくれるのか不安でした。
特に、後者は裁判員から「100日議論につきあったけど、複雑

過ぎてついていけませんでした」と言われてしまうと、結局裁判
官が誘導した結論になってしまって裁判員制度が体裁を繕うだけ
の制度になりかねません。ですので、この裁判を始めるときは、
「失敗したら裁判員制度は終わり」というくらいの覚悟をもって
取り組みました。

――その結果どうだったのですか ?

2つとも問題なくクリアできたと思います。
まず、人数は、最終的に裁判員 6名・補充員 6名という多めの

人数を選任をしたのですが、その構成員には現に仕事をされてい
る方も入ってくださっていて、国民の代表をアトランダムに抽出
できたと感じられる裁判体になりました。
また、2つ目の議論という点についても、はじめはマスコミ報

道から先入観をもつ裁判員の方も多かったのですが、みなさん法
廷で直に被告人や証人と対面して証言を聞き、それを噛み締めて
いくうちに、マスコミ報道に振り回されないようになっていきま
したし、有罪の場合、死刑も量刑の選択肢に入ってくるというこ
とを説明すると、「この証言は本当に信用できないのか」「この証
拠はどのように意味があるのか」など職業裁判官顔負けの緻密さ
で議論に臨んでいただけました。
結果として、事件性や犯人性の議論はもちろん、死刑を科すこ

との重み等も含めて説得力のある結論を導けたと思います。

――ありがとうございます。すこし聞きづらい話でもあるのです

が、先ほど死刑の重みというお話がでてきました。刑事裁判官で

ある以上、時に極刑の判断を選択しなければならない時もあるか

と思います。そういう時に、判事がどのようなことを考えてい

らっしゃるのか、お伺いしてもよいですか。

自分がされて嫌なことは、他人にも絶対してはならない。仮
に、一部の人の独善的な理由でルール違反が許される社会では、
安心して暮らすことはできなくなると思っています。法やルール
は、そういう社会にならないようにするためにあり、刑事裁判は
その法やルールを守らせるための仕組みなのだと思います。
だから、一定の真実性が証明されたうえで、制度として厳しい

刑が求められているときは、それを選択すべきです。その結論を
出すという汚れ仕事は、誰かが引き受ける必要のあるものであ

り、その役割を担うのが、刑事裁判官なのでしょう。
他方、被告人の身上を聞いていて、被告人が自分とは違う人間

だと感じたことは 1度もないです。私が彼らと同じ環境だった
ら、同じ犯罪をしていたかもしれないと、思うこともあります。
そんな自分と変わらないかもしれない「人」を裁くのですか

ら、それには相応の姿勢が求められます。当然、後ろ指をさされ
るようなことはあってはなりませんし、絶対に間違えないよう
に、いつも最先端の議論をピックアップし、知識をアップデート
しなければなりません。真摯に事件に向き合い判決をする。そう
いった姿勢が、時に極刑の選択をしなければならない者に求めら
れる姿勢なのだと思っているのです。
私も裁判官を志し、刑事裁判官になった以上は、そうありたい

と日々自分を律し続けています。

――最後に若手法曹へのメッセージを頂いてもよいですか。

まず、法曹である以上、専門家としての自覚をもってくださ
い。専門家である以上結果を求められており、仕事上の振る舞い
も、私生活上の振る舞いも、すべて皆さんの人格や仕事の評価に
直結するものです。非道徳的な息抜きがしたいのなら、法曹であ
ることを辞めるべきでしょう。そういうことをしながら、外面だ
けよく見せるというのは、自己欺瞞にすぎません。
と同時に、「社会のため」「人のため」ばかりではなく、皆さん

にはまず自分を大事にしてほしいと思うのです。幸せになるため
には、まずは自分の与えられた環境・能力を最大限活かして、自
己実現を図る。あれもこれもと八方美人になるのではなく、目の
前の実現可能性のある夢を見つけたら、そこに腰を据えて徹底的
に取り組む。それを極めて法曹としての専門家になることが、自
分以外の人々や社会に対する貢献につながるのだと思います。
また、そういった貢献ができるのが法曹の魅力でもあるので

す。ぜひ皆さんにも、これからの飛躍の過程で、法曹の仕事の醍
醐味を味わっていっていただければと思います。
みなさん、がんばってください !

聞き手 ： 髙橋祐二（71期修習生）、 大熊一之判事

稲門法曹を訪ねる旅 全国各地で活躍されている稲門法曹の方にお話を伺っています。
今回は東京高等裁判所の大熊判事を訪問させていただきました。

――そもそも、どうして法曹を志したのですか ?

高校時代の私は、さほど社会的な問題に興味をもっておらず、
当時は高度経済成長期で、日本の将来にも全く不安を感じていな
かったので、進路相談で将来何になりたいか聞かれても、サラ
リーマンと答えるような問題意識の低い生徒でした。
このため、大学進学に際しては、間口の広い社会科学系を志望

し、早稲田の政治経済学部に進みました。ところが、政経は間口
が広過ぎで逆にやりたいことが見極められず、このまま卒業なの
かと危機感を感じていたときに、友達に誘われ法職課程に潜って
みたんです。そうしたら、そこでの講義の雰囲気や緊張感が、政
経の講義と全然違う。これこそが、将来の職業や専門性を強烈に
意識した学びの場だ !と心を打たれて、自分も法曹になってみた
いと思いました。物見遊山で行ったつもりが、ピリピリ感に當て
られて、自分の人生を決める出会いになってしまいました。
ただ、成果が出てきたのは、就職活動を辞めて退路を断ってか

らでしたね。

――裁判官になろうと思われたきっかけなどあったら教えていた

だけますか ?

法学部のゼミで、東京高裁の裁判長を定年まで勤められた、石
崎四郎先生のゼミを登録したのですが、その方にお会いして、そ
の生き方に憧れたというのは一つのきっかけだったと思います。
先生は議論をするとき、必ず平場で議論をしてくださり、自分が
年長者だからとか、先生だからとかという、立場による説得はせ
ず、自分も納得したら私の意見でもきちんと受け入れてくれる先
生でした。そんな石崎先生の姿をみて、こういう歳のとり方をし
たいなあと、当時は強く思ったのを覚えています。
また、修習で出会った裁判官の方々も、みなとても学識が深

く、実務家でありながら学者でもあるのだなと、その姿をみて裁
判官になろうとい思いを強くしました。とはいえ、自分が裁判官

になってみると、到底そのレベルには追いついていないなと思う
のも事実なのですが（笑）。

――裁判官になってから、初任は東京、次は釧路が任地だったと

伺っているのですが、思い出に残っていることなどありますか ?

東京では刑事部で、次の釧路では民事部だったのですが、釧路
のときは、右陪席が加藤新太郎さんでした。
その加藤判事の言葉が印象に残っており、「10年経ったら、10

年分能力が向上するとおもったら大間違い。1日 1日を大切にし
て、事件を通して学んでいかなかったら 10年経っても凡庸のま
まだ」というのです。思い返せば、当時は無事任官できて、その
ことに満足してしまい、大過ない生き方をしようとか、心のどこ
かで考えてしまっていたのだと思います。きっとそのことを見抜
かれ、裁判官としても悔いのない生き方をしろよ !と、戒められ
たのだと今は思います。

――大熊判事の専門である、刑事裁判でいうと、やはり裁判員制

度のことを聞きたいのですが、大熊判事は裁判員裁判をどのよう

に捉えていらっしゃいますか。

ひとことで言えば、裁判員制度は「慧眼」だなと思いました。
裁判員裁判をしていると、裁判員の意見で初めて気づく視点も

あり、議論が揺さぶられることもあります。裁判員の方と平場で
議論し、対等な立場から一定の結論を導き出すというプロセス
は、裁判官、裁判員双方にとってもめったにない機会であって、
裁判官のみの判断とは違い、民主的正当性に裏打ちされた判決に
なっているのではないかと思います。
また実際に、裁判員に参加された方々の多くが、犯罪や非行防

止等にむけて地域社会への関与の必要性を口にしてくださること
も多く、裁判員裁判は民主主義の深化にも寄与していると感じて
います。

東京高等裁判所
第6刑事部　部総括判事

大熊 一之 

裁判官を
冠することの意味
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――日頃の皆さんの活動は、どのようなものですか ?
宮澤：例年のスケジュールとしては、まず、4月頃より、雑誌の構
成等を企画し方向性を確定さていきます。その後、8月頃までに、
早稲田大学の教授や弁護士の先生方を中心に執筆の依頼を行いま
す。最近では、先生方より積極的に掲載のご希望を頂くことも多
くなりました。その後、12月頃に論文を頂きます。その際、ご寄
稿頂いた論文については選考やご提案等もさせて頂きます。さら
に翌年 2月頃から校閲、査読等を開始し、8月頃までに校了させ、
9月に出版となります。
小林：しっかりとした論文集を作るため、引用文献の正確性に関
する裏取りも行います。膨大な時間が掛かりますが、その一方で、
自分たちが企画した論文集が本の形になって世に出ることには大
きなやりがいを感じます。
宮澤：また、査読を通じて、自らの法的理解を深めたり、見識を
広げることができていることも実感します。昨年、小島延夫先生
の「処分性の拡大と公法上の当事者訴訟との役割について」の査
読をしましたが、教科書で読んだ知識と実務上の問題点が立体的
に頭の中で繋がったように思いました。
渡邉：年間の行事としては、上記のほか 9月に発刊記念祝賀会を
行い、日頃のご支援に感謝するとともに、翌年の発刊費用へのご
協力のお願いもしています。

――発刊には、どれぐらいの費用がかかるのですか ?
渡邉：年によって異なりますが、約 800部を印刷しまして 80万円
から 100万円ほどがかかっています。この費用を賄うためのご寄
付のお願いをすることも、私たちの大切な活動の一つになります。

――授業と並行しての活動は、大変ではないですか ?
小林：大変な時もあります。司法試験に向けて、日々の学習も疎
かにできません。しかし、私たちは、この活動は自分たちが法曹
になる上で、力を尽くすに足る価値あるものと考えています。ま
た、日々の勉強では受け身になりがちですが、創造的な活動への
参加を通じて、法科大学院に新たな文化を根付かせられるよう挑
戦していくことにも意義を感じています。

――「Law&Practice」は、高い学術的価値があるものと評価さ
れていますね。
渡邉：早稲田大学内外より最先端の研究をされている研究者や実

務家の先生方にご寄稿を頂くことにより、「理論と実務の架橋」を
目指した高いレベルの論文集との評価を頂けているものと思いま
す。今後は、先輩方のこれまでの偉業を受け継いでいくと共に、
学生自身による高いレベルの論文も掲載できるようにし、また、
さらに学会・法曹界の多くの方々に知られる法律雑誌にしていき
たいと思います。

――ちなみに、今年 9月に発刊予定の「Law&Practice」はどの
ような内容ですか ?
宮澤：まず、前号からの続編として、須網隆夫先生の「EU複合
危機と EU法⑵」、小島延夫先生の「処分性の拡大と公法上の当
事者訴訟の役割分担について（その 2）」を掲載させて頂く予定で
す。また、磯村保先生の「改正民法 121条の 2と不当利得の条文
との関係について（仮）」、実務家の先生である高橋孝治先生の「公
訴時効制度を正当化する学説に関する一考察（仮）」、松尾剛行先
生の「ロボット・AIの医療現場への投入の刑法的検討」、さらに、
現在司法修習中の五十嵐将志さんの「VAPE（電子タバコ）の法規
制について（仮）」、当サークルOBの加藤甲斐斗さんの「ファイ
ナンス・リース契約の法的構成と倒産手続上の処遇」なども予定
されています。まだ原稿を頂けていない先生もいらっしゃるので
ドキドキしています（笑）。

――最後に、一言お願いします。
宮澤：Law&Practiceでは随時論文の寄稿を募集しております。詳
しくは、ホームページ等もご参照頂ければと存じますが、先生方
からのご寄稿を賜れれば大変ありがたく存じます。そして、最後
になりますが、稲門法曹会様には、毎年、当団体にご寄付を賜り、
心より感謝を申し上げます。稲門法曹会の皆様に少しでもご恩を
お返しできるよう精進してまいりたいと思っておりますので、今
後ともご指導を頂ければ幸いです。

聞き手：小島秀一（弁護士・61期・法 01卒・法務研 06卒）

編集委員紹介
13期：宮澤裕登（第 13期編集長）、小林由季（同副編集長）、渡邉千晃、阿
部凌大、佐藤はるな、田村孔、堀越未央
14期：加藤滉樹（第 14期編集長）、阿部日向子、生藤史博、大木美礼、金田
大助、酒井紫帆、塩路智昭、志田彗、天明滉大、Lee Jaeho
ご連絡先：contact@lawandpractice.net　※メールの確認にお時間が掛かることがあります

学生団体

Law&Practice

沿革と現在の活動状況

山下先生：当会は、1993年に設立され、今年で 25周年になりま
す。設立時には、6、7人の会員でしたが、その後、どんどん会員
は増えていきまして、現在では、大阪、愛知などを含め、会員数
は約 230名となっています。
年間の主な活動としては、6月の総会・講演会・懇親会、年 2

回の役員会、年 4回の研修会、稲士会（行政書士・税理士・司法
書士・社会保険労務士・中小企業診断士の 5士業稲門会）におけ
る研修会・総会・懇親会、10月にある稲門祭に出店しての無料相
談会、そして、その他各種の交流会などを行っています。
年 4回の研修会では、「仕事塾」と題して、会員が講師となり、

例えば、入管関係や民泊の問題など実務に役立つ具体的な事例勉
強会を行っています。ちなみに、弁護士さんが受講されることも
あります。また、早稲田大学での支援講座も担当しています。

――交流会も非常に活発にされていると伺っておりますが、具体
的にどのようなことを行われているのでしょうか ?
正岡先生：大きなものとしては、1月頃に主に会員が参加する新
年会があります。毎年、熱海などの温泉地に一泊二日で行き、ひ
と風呂浴びて、その後にみんなで盛り上がります。また、ゴルフ
などを通じての交流会も行っています。
加えて、外部の方たちとの交流も行っており、例えば、台湾稲

門会とは交流が深く、10年以上にわたり、年 1度台湾に招かれ、
台湾稲門会の総会に参加しています。さらに、行政書士大学連合
に加盟しており、慶応を始め多くの他大学の行政書士OB会との
交流も全体・個別に行っています。加えて、不動産鑑定士稲門会、
日台稲門会の総会懇親会にも参加させて頂いています。

――多岐にわたった精力的な活動をされ、執行部の先生方のご負
担も相当なものだと思います。活動の原動力には、どのような思
いがあるのでしょうか ?
山下先生：一つには、これまで早稲田大学出身ということで多く
の信頼を頂いてきましたので、その恩返しをしたいということで
す。また、行政書士には、若い方だけでなく、ある程度キャリア
を積んだ後に、資格を取得して業務を始める方たちがおり、その
方たちへの支援をさせて頂きたいとの思いもあります。会員が実
務的にレベルアップできるよう「仕事塾」を企画し、また、気軽
に情報交換ができる機会も多くしてきました。業務を開始して最
初の 3年は大変ですが、そこを乗り越えれば安定して活躍してい
くことができます。会員の皆さんが互いに連携しつつ、活躍する
領域を広げていければと思っています。

稲門法曹会との交流

――今後、行政書士稲門会の先生方と更に活発に交流をさせて頂
ければと思っているのですが、この点、先生方としてはどのよう
な感触をお持ちでしょうか ?
山下先生：行政書士ごとに仕事のやり方は様々ですが、弁護士と
協力している行政書士も多くいます。権利義務・事実証明から紛
争解決に至るまで、行政書士と弁護士が協働してワンストップで
仕事を行えるメリットは大きいと思います。
正岡先生：私も実際、急な紛争案件が発生した際に、これまでの
活動で交流を深めさせて頂いた稲門法曹会の先生に対応をご相談
したことがあります。迅速で素晴らしいご対応を頂き、大変あり
がたく感じました。
山下先生：やはり、日頃から交流を行い、互いに信頼できるパー
トナーを見つけておくことが重要だと思います。純粋な親睦だけ
でも楽しいものですが、それが互いの活躍の機会に繋がっていけ
れば更に素晴らしいものと思います。是非とも、更に親睦を深め
させて頂きたいと思います。

聞き手：小島秀一（弁護士・61期・法 01卒・法務研 06卒）

早稲田大学校友会登録

他稲門会ご紹介 早稲田大学卒業生の団体「稲門会」。現在 1,300以上の団体が登録されています。
このコーナーでは、日本全国、世界各地で活動している稲門会とその活動をご紹介しています。

早稲田大学大学院法務研究科の学校承認サークル「Law&Practice」所属の皆さんにインタビューを行いま
した。同団体は、「理論と実務の架橋」の理念のもと、2005年に設立され、以来 10年以上にわたり、毎年、
高い学術的価値を有するとの評価を受けている法律雑誌『Law&Practice』を発刊し続けてきています。

行政書士稲門会

行政書士稲門会会長の山下政行先生（山下政行
事務所所長）、事務局長の正岡文人先生（行政
書士事務所・FP事務所 稲門まさおか総合支援
代表）にインタビューのお時間を頂きました。

編集後記
　何より印象的でしたのが、山下先生、正岡先生のざっくばらんで
明るく温かなお人柄でした。また、紙面の関係で多くを記載できて
おりませんが、大変な熱意をもって、活動に取り組まれており、日
頃のご多忙な業務にもかかわらず、様々な会内の行事の企画・調整
をされていることに驚きました。今後、さらに行政書士稲門会の先
生方との交流を深めさせて頂き、多くの勉強をさせて頂きたいとの
思いを強くしたインタビューとなりました。ご多忙の中、快く取材
に応じてくださいましたことに、心より感謝を申し上げます。

「Law&Practice」編集員：宮澤裕登さん、小林由季さん、渡邉千晃さん

発刊祝賀会の様子

総会・懇親会の様子
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第70期

新人法曹の抱負

松
まつ

村
むら

正
しょう

悟
ご

石井法律事務所
東に病気の子供あれば行って看病してやり、西
に疲れた母あれば行ってその稲の朿を負い、南
に死にそうな人あれば行って怖がらなくてもい
いと言い、北に喧嘩や訴訟があればつまらない
からやめろと言い、そういう者に私はなりた
い。

山
やま

口
ぐち

祥
しょう

太
た

森・濱田松本法律事務所
「なんとかなる」を座右の銘に生きてきました
が、実務家として「なんとかする」を念頭に
日々研鑽を積んでいます。実力・経験不足ゆえ
「なんともならない」ことの多さに打ちひしが
れる毎日ですが、周りの方々に支えていただき
ながら執務に励んで参ります。

前
まえ

澤
ざわ

駿
しゅん

谷法律事務所
私は、いわゆる町弁の事務所に入所しておりま
す。一般民事だけではなく、企業に対するリーガ
ルサービスの提供も行っているため、様々な法律
に対応することが求められます。１年目というこ
ともあり、日々勉強ですが、上質なリーガルサー
ビスが提供できるよう励んで参る所存です。

牧
まき

野
の

雄
ゆう

亮
すけ

三菱重工業株式会社総務法務部
私は、社内弁護士として、ロースクールで学ん
だこととも修習で学んだこととも異なる仕事を
前に、もがきながらも刺激的な毎日を過ごして
います。着実に実力をつけつつ常に新しいこと
にもチャレンジしていきたいと思います。

桐
きり

本
もと

裕
ゆう

子
こ

東京駿河台法律事務所
3年後には、法曹業界内にとどまらず、異業種
の専門家と協力して、内外の新たな問題・分野
に取り組む弁護士になります。依頼者や社会に
対して、少しでも良い影響を与えられる法曹を
目指して、日々研鑽を積んで参ります。

槇
まき

平
だいら

俊
しゅん

一
いち

朗
ろう

西村あさひ法律事務所
企業法務を扱う大規模事務所において、M&A・
コーポレート分野のグループに所属しています。
当事務所の弁護士の人数も 500人を超え、ますま
す個性が求められる環境となっていますが、日々
偉大な先輩方の丁寧且つ愛のあるご指導を賜りな
がら、｢圧倒的成長｣ を目指します。

戸
と

田
だ

雄
ゆう

太
た

郎
ろう

弁護士法人英明法律事務所
実際に紛争を解決することためには、様々な知
識や経験が必要であることを日々痛感しており
ます。視野を広く持ち、各々の依頼者に合った
紛争解決を行える弁護士になれるよう、これか
らも邁進して参ります。

大
おお

久
く

保
ぼ

香
か

折
おり

早稲田リーガルコモンズ法律事務所
難民支援や外国人関係の事件をやりたくて弁護
士になったので、それらに関する事件に多く携
わりたいと思っています。またこの弁護士に相
談して良かった、頼んで良かったと思われるよ
うな仕事をするためにも日々研鑽を積んでいき
たいです。

小
お

笠
がさ

原
わら

憲
けん

介
すけ

馬車道法律事務所
横浜マリノス顧問から原発訴訟まで幅広い業務
を取り扱う事務所です。私も一般民事から労働
事件、医療事件、刑事・少年事件、交通事故、
建築紛争等幅広い業務を取り扱っています。憲
法の憲から名前をとっており、立憲民主主義を
守る弁護士でありたいと思います。

菅
すが

原
わら

克
かつ

仁
ひと

顕正会法務部
組織内弁護士として勤務しておりますが、未知
の事案に直面することも多く、実力不足を痛感
する日々です。方針等について悩んだ際は、司
法修習・法科大学院で学んだことを羅針盤にし
て道筋をつけております。更なる研鑽を積んで
参ります。

坂
さか

口
ぐち

香
か

澄
すみ

弁護士法人響
一般民事事件を中心としている法律事務所で事
件に日々学んでいます。日々分からないことだ
らけですが、今後もチャレンジ精神を忘れず、
謙虚に誠実に、事件と依頼者に向き合っていこ
うと思います。

畑
はた

福
とみ

生
お

川崎合同法律事務所
開設 50年を迎えた事務所で憲法問題、公害事
件、労働事件に取り組んでいます。将来的に
は、子どもの側に立つ弁護士として、子どもの
権利支援の第一人者になっていたいです。

第70期

新人法曹の抱負 今年も多くの法曹が早稲田から誕生しました。
ここでは、70期の新人法曹の中から 17名の方をご紹介します。

尾
お

形
がた

達
たつ

彦
ひこ

べーカー&マッケンジー法律事務所（外国法共同事業）
初めまして、昨年 12月から弁護士をして
おりますベーカー &マッケンジー法律事務
所の尾形達彦と申します。私は、入所から
現在まで、契約書のレビュー、M&Aの際
のデューディリジェンス、企業の不正調査
等、いわゆる企業法務案件を多く取り扱っ
て参りました。こういった企業法務案件で
は、予想以上にきめ細やかなチェック &レ
ビューが求められ、気の抜けない毎日を送っ
ております。私が弁護士を志したのは、法
律に携わる者が有する知識・影響力を持っ

て、社会問題の改善をしたいと思ったから
であり、現在の業務の中でそれを実感・体
現することは中々難しいのが現状です。し
かし、休日に、感銘を受けた書籍の著者（阿
部等著『満員電車がなくなる日　改訂版』
戎光祥出版 2016年）にお会いして共に社会
問題の対応策を検討する他、業務内、海外
の立法例を見て日本でも参考にすることが
出来ないか考える等、志した弁護士像を体
現すべく、勉強の毎日を送っております。

乙
おと

部
べ

華
か

穂
ほ

千葉地方裁判所刑事第4部
初めまして。今年 1月に任官した、千葉地
方裁判所刑事第 4部の乙部華穂と申します。
千葉地方裁判所は、土地柄、裁判員裁判や
外国人事件が非常に多く、事案も様々であ
るため、日々、事件から様々なことを学ん
でおります。また、裁判所内部や検察庁、
弁護士会等と協同して行う勉強会が盛んで、
その中で意見を述べやすい環境が整ってい
るため、仕事をしながら研さんを積んでお
ります。任官してから半年が経過して改め

て思うことは、同じ類型の事件であっても、
事件ごとに争点、各当事者の主張及び証拠
が持つ意味は異なり、それぞれの事件で検
討事項が違うということです。事案を経験
すればするほど、裁判官としての知見が深
まるとは思いますが、経験にとらわれず、
その事件の問題点、事実や証拠が持つ意味
を深く考え抜き、表現することのできる裁
判官になりたいと考えております。

北
きた

村
むら

真
ま

理
り

東京地方検察庁
昨年 12月、私は検事として、法曹人生をスタートいたしまし
た。これから検事として日々の職務を行うにあたっては、当た
り前のことではありますが、「常に公平・公正でいる姿勢」は
絶対に忘れないようにしようと考えています。そして、やがて
は、被疑者・被告人に対し、前向きに公正の道を歩むよう働き
かけることができる影響力をもった検事になりたいです。今は
自分の実力不足を痛感する毎日で、理想とする検事像とは程遠

い私ですが、へこたれることなく、目の前の事件ひとつひとつ
と誠実に向き合い、検事として必要とされる知識や能力を地道
に獲得していきたいと思います。また、仕事だけでは得ること
の出来ない人生経験もたくさんして、日々の生活を豊かにし、
人間的に深みのある検事として、大きく大きく成長していきた
いと考えています。

新
あら

井
い

宏
ひろ

基
き

シティユーワ法律事務所
本庄高等学院、本学法学部を卒業後、慶應義塾
大学ロースクールへ進みました。高校、大学と
模擬裁判に取り組んできた影響から、訴訟弁護
士を志し、目下修行中です。また、陰ながら宇
宙関連分野への興味を持っています。どうぞ、
御指導御鞭撻の程宜しくお願い致します。

後
ご

藤
とう

尭
あき

人
と

株式会社オロ管理本部
システム開発やデジタル広告を手掛ける企業内
弁護士として日夜法務 ･総務業務に取り組んで
おります。東証一部上場も果たし、海外展開や
新規事業創出に向け勢いを加速させていく中、
コンプライアンス ･法的サポートの観点から、
会社の持続的な発展に貢献したいと思います。
ご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

第70期

新人法曹の抱負
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――法曹になりたいと思ったきっかけと、現在の志望を教えて下

さい。

甲斐：僕は検察官志望です。よくある理由ですが、刑事事件を題
材にしたドラマの影響で法律に興味を持ったことがきっかけで、
刑事事件に関わる仕事をしたいと思いました。
梶浦：弁護士は依頼者に身近な存在であること、依頼者の気持ち
に寄り添える職業だと思ったので、弁護士を志望しています。
田中：甲斐さんと同じで、私もドラマや本の影響を受けて法律に
興味を持ちました。検察官よりも弁護士の方が困っている人を助
けることができる職業だと感じたことから、弁護士になりたいと
思いました。

――ロースクールの授業の中で印象に残っている授業はあります

か ?　3年生の原さんと櫻井さんは、1・2年生へのアドバイスも

兼ねて教えて下さい。

原：民法と民訴の授業が印象に残っています。ロースクールの授
業は学部の授業と違って、各法律の全体像が掴みやすい授業が多
く、理解を深めることができてありがたいです。
田中：参考になります（笑）。民法や民訴の授業では具体的な事
例を元に授業を進めていくので、どのような場面で問題となって

いる条文や解釈を使うのかをイメージしやすいですし、面白いで
すね。
梶浦：どの授業もそうですが、先生との距離が近いなと思いま
す。質問がしやすい環境だと思いますし、先生方も熱心に質問に
答えて下さいます。学生想いの先生が多いなと感じています。
甲斐：実務家の先生の授業が印象に残っています。例えば、元裁
判官の先生の授業では、実務のお話や具体的な事例も聞くことが
できるので、モチベーションの維持にも繋がっています。
櫻井：私はクリニックとエクスターンです。行政クリニックと刑
事クリニックを履修していたのですが、行政クリニックでは、行
政訴訟の原告団である住民の皆さんに勝訴の見込みがどれくらい
あるのかを説明したこともあります。クリニックを通して、行政
訴訟がどのようなものかがよくわかりました。刑事クリニックで
は、裁判所あてに勾留請求を求める書面を作成したり、接見に
行って被疑者の方と直接お話もしました。非常に貴重な経験がで
きたと思います。
エクスターンでは企業の法務部に行きました。英文の契約書を

読んだり、実際に契約書を作成することができて、企業法務を知
ることができました。エクスターンで弁護士事務所ではなく企業
を選んだのは、弁護士事務所はサマークラークで行くことがで

次世代を担う学生の声

ロースクールの今
2004年 4月、早稲田にロースクール 1期生が入学しました。それから 10年以上が経った現在、多く
の稲門法曹が誕生しています。幅広い世代の方々に、次世代のメンバーを養成するロースクールを紹介
すべく、現役学生の生の声をお届けします。

（写真左から）
甲斐将（法務研究科 2年生・学部 2018年卒）

原大輔（法務研究科 3年生・学部 2017年卒）

［司会］中本香織　法務研究科講師（任期付）（2014年法務研究科卒）

田中頌子（法務研究科 2年生・学部 2018年卒）

櫻井彩理（法務研究科 3年生・学部 2017年卒）

梶浦麻帆（法務研究科 1年生・学部 2018年卒）

き、企業法務の実務の現場を見る機会はあまりないかなと思った
からです。

――櫻井さんは色々な授業を取ったんですね。新入生の皆さん

は、クリニックなどの実務系科目を履修する予定はありますか ?

甲斐：行政クリニックと刑事クリニックを秋学期に履修する予定
です。
田中：私は企業法務の実務基礎という科目を今期履修していま
す。クリニックと違って座学が多いですが、先生の事務所を訪問
する機会があり、法律事務所の雰囲気を知ることができました。

――実務系科目は良い経験ができるし勉強のモチベーションも高

められますよね。では次に、皆さんが普段どのようなスケジュー

ルで 1日を過ごしているのか教えて下さい。1日の間に何をする

かは決まっていますか ?

田中：入学したばかりなので、自分に合った 1日のスケジュール
を形成している段階です。
梶浦：私は未修 1年目で午前中に授業が集中しているのと、元々
朝型なので、毎日始発に乗って朝 6時に登校して勉強を始めてい
ます。
原：僕も朝型なので、朝 7時半～ 8時の間に登校して勉強を始
め、授業を受けて、朝早い分は夜早めに帰る、という生活リズム
です。
甲斐：3年生のお二人は、予習と復習の割合はどちらが多いです
か ?

原：どちらかというと復習だけれど、科目によります。例えば、
選択科目は今年度から授業が始まったばかりなので、授業を聞い
てそれを前提に復習に時間をかけています。
櫻井：私も科目によります。予習課題が多い授業はしっかり予習
をしていて、そうでない科目は復習を中心にしています。

――自分に合った生活リズムや勉強方法は早めに見つけられると

いいですよね。皆さん、勉強場所は大学が多いですか ?

櫻井：自宅派です。本が全部家に揃っているのと、自宅の方が静
かで集中できます。
甲斐：僕はメリハリをつけるために自宅では勉強せず、自習室が
閉まる 22時まで集中するように心がけています。自宅では何も
せずリラックスするようにしています。

――ロースクールのここが充実している、というところはありま

すか ?

原：LLI判例秘書や TKCが使えることですね。資料が充実して
いるのが非常にありがたいです。図書館にわざわざ行かなくてい
いですし（笑）。調査官解説に簡単にアクセスできるのは助かり
ます。学部生のときにも使いたかったです。あとは、自習室が多
いところですかね。

――AAゼミやチューター制度はどうですか ?　皆さん利用して

いるのでしょうか。

櫻井：AAゼミや AAの先生方による企画が充実しています。私
は 2年の前期からサポートゼミを取っていて、日々 AAの先生
方のサポートを受けたなと思います（笑）。AAゼミでは、授業
で学んだことのアウトプットの方法・技術を学ぶことができま
す。
梶浦：1年生はスタートアップゼミがあります。毎週土曜に講義
形式でゼミを行ってくれます。それから、学生一人ひとりに担当
の AAの先生がついて下さって、月 1で答案を見て貰ったり勉
強方法のアドバイスをくれたりします。
甲斐：僕もサポートゼミを取っています。普段の授業では各法律
の理解を深めて、AAゼミでは理解したことをどうやって答案に
落とし込むかを学んでいます。

――先輩方のサポートを受けられる環境にあるのは、ありがたい

ですよね。学生同士で自主ゼミを組んで勉強することはあります

か ?

原：選択法の自主ゼミに参加していて、今は自主ゼミはその 1つ
だけです。2年の後期は行政法の答案作成をする自主ゼミを組ん
でいました。そのときのゼミは、人数が多すぎると答案の検討に
時間がかかってしまうので、4人～ 5人でやっていました。
田中：週 1回、ペースメーカーとして期末試験の答案を書くゼミ
をしています。メンバーで集まって答案構成をして、各自で答案
を作成した後、それを持ち寄ってお互いに添削をしています。自
主ゼミで議論をすることも大事ですが、今は他人の答案の書き方
を勉強する機会として利用しています。
梶浦：私は基礎知識の習得に集中したいのと、一人で勉強したい
タイプなので今は自主ゼミを組んでいませんが、来年度以降はゼ
ミを組めればなと思っています。

――ロースクールは承認団体がいくつかありますが、皆さんサー

クル活動はしているのでしょうか。

甲斐：法学教室 Street Lawというサークルに参加しています。
主に中高生を対象に法教育の授業を行っているサークルです。今
年は早稲田高等学院や少年院での授業、複数の法教育団体合同で
の活動を予定しています。これらの活動のうち、僕は早稲田高等
学院での授業を担当する予定です。昨年の高校生向けの活動で
は、森鴎外の『高瀬舟』を題材に刑法の構成要件該当性と安楽死
の話をしているので、今年は昨年とは少し違った話ができればい
いなと考えています。誰かに教えることで自分の理解にも繋がる
ので、このサークルの活動も自分の勉強に活きてくるかなと思い
ます。
梶浦：私はつなぐ企画の活動に参加しています。活動内容は、ラ
ンチミーティングで弁護士さんのお話を聞いたり、事務所訪問を
したりと様々です。活動にあたっては、クリニック事務所の先生

次世代を担う学生の声

ロースクールの今
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方のサポートを受けています。

――いま興味のある法律問題、関心のある分野があれば教えて下

さい。

田中：学部時代にゼミで夫婦別姓についてリサーチをした上で討
論したことがあり、夫婦別姓には今も興味があります。最近新し
く訴訟が提起されましたよね。ニュースで報道されるとやっぱり
気になりますね。
梶浦：私は子宮頸がんワクチン（HPVワクチン）薬害訴訟に関
心があります。被害者の方々は自分と年齢が近い方が多いことも
あって、身近な問題です。裁判傍聴にも行きましたし、被害者の
方からお話を伺ったこともあります。実際に被害者の方や弁護団
の先生方のお話を聞いて、私も将来は弁護士として人助けができ
ればと改めて思いました。

――稲門法曹奨学金は貰っていますか ?

全員：はい。

――皆さん成績優秀なんですね。奨学金を貰ってみてどうです

か ?

原：学費が浮いたおかげで、その分を基本書の購入に回すことが
できてとても助かっています。稲門法曹奨学金があるおかげで、
早稲田のロースクールは奨学金が充実しているなと思います。

甲斐：今年度給付を受けたので、来年度も奨学金を頂けるよう良
い成績を取るために勉強を頑張ろうと思えます。ありがたいです
よね。

――私もロースクール在学中に稲門法曹奨学金の給付を受けてい

ましたが、経済面の心配がなくなるので勉強により集中できた記

憶があります。では最後に、現在頑張っていることや、今後頑張

りたいことを教えて下さい。

原：司法試験本番まで 1年を切っているので、今は選択法の勉強
を頑張っています。絶対に 1回で合格します !

甲斐：2年前期は刑訴法が 4単位なので、刑訴法の勉強を頑張っ
ています。あとは、学部時代に会社法と行政法をあまり勉強して
いなかったので、その勉強をしっかりやりたいと思います。
田中：来週からロースクールに入学して初めての中間試験が始ま
るので、まずはそれを頑張ります。
梶浦：中間試験は全て論述試験なのでしっかりと準備したいで
す。特に民法ですね。改正法の勉強は難しいですが、頑張りたい
です。
櫻井：残り 1年で成績を上げます（笑）。

――皆さん充実したロースクール生活を送っているようですね。

機会があればまたお話を聞かせて下さい。ありがとうございまし

た。

次世代を担う学生の声

ロースクールの今
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金城庵本館
大宴会でも使用可能な歴史ある老舗

東京都 新宿区 西早稲田 １丁目 18-15

全国に広がる稲門法曹会会員
稲門法曹会は、全国の稲門法曹の同窓会組織として、2008年に設立さ
れました。
正会員は早稲田大学の校友であるすべての法曹、法学部・法務研究科
教員等で、
※2018年6月現在

現在全国で活躍されている会員は約5400名です。

DATA

部支道海北
67 名

部支北東
09 名

332 名

19 名

102 名

14 名

部支東関
486 名

部支京東
2362 名

203 名

部支部中

部支国四

部支国中

部支州九 部支畿近

部支官判裁
部支官察検
部 支 員 教
他　の　そ

574 名

743 名

441 名
館函 / 幌札 / 川旭 路釧 / 

 / 県森青  　台仙 / 手岩
島福 / 県形山 / 田秋 県

馬群 / 県木栃 / 県城茨  /  　玉埼
県葉千 県川奈神 / 県潟新 / 

岡静 / 県野長 / 県梨山 県

阪大 / 都京 / 賀滋
県庫兵 歌和 / 良奈 / 山

 / 島徳 川香 媛愛 / 県
知高

岡福  　県賀佐 / 県
県本熊 / 県崎長  　
県崎宮 / 県分大

児鹿 縄沖 / 県島

山岡 / 県根島 / 県取鳥
県口山 / 島広

富 福 / 沢金 / 県山 井
三 / 県知愛 / 県阜岐 重

二第 / 京東一第 / 京東 京東

「老舗のお蕎麦屋さんで、おいしくて、満腹になれる、時には宴会だっ
てできちゃう、そんなお店、流石に早稲田にはないよなぁ……。」

それがあるのだ、中央図書館前の坂を下ったところに。早大生なら一
度は足を運んだであろう、その名も「金城庵本館」。創業はなんと大正８
年（1919 年）というから、数え年で百寿を迎えたことになる。おすす
めはその月のフェア商品。胃袋を満たすおいしいお蕎麦とご飯もののセッ
トが、リーズナブルな価格でいただける。

2 階では、80 名程度までなら宴会ができることは意外と知られていな
い。クラスやサークルの同窓会を検討しているという方は、候補の一つ
として考えてみてはいかがだろうか。

901 名
※司法修習生等

表紙写真撮影：石渡貴洋（法務研究科１年）「秋 ×早稲田」
会報誌の発刊が秋と聞いて、「秋」を感じつつ、「早稲田」の映えた写真を撮ろうと思いました。
秋と言えば、紅葉だったり、秋雨だったり、連想するのはそれほど難しくないのですが、早稲田ら
しさとは何だろうと考えたとき、それを写真で表現するのは意外と複雑で難しかったです。〝稲穂〟
を思いつき、次に、「実るほど頭を垂れる稲穂かな」という言葉に取り憑かれました。稲穂の柔ら
かさと逞しさにピンときたからです。でも稲穂がないんですよね、早稲田には。東京のど真ん中だ
から、そもそも田んぼがない。結局、半年ほど色々考えた末に、シンプルに大隈銅像こそ早稲田
のシンボルだなってサクッと決めました。早稲田祭の日に、夕日に照らされた大隈銅像です。

編集部だより

編集後記
今年も無事、会報第３号を発刊すること
ができました。ご尽力いただいた各位にこ
の場を借りて御礼申し上げます。特集「活
躍する女性法曹」をはじめ、活躍される
稲門のそれぞれの現場にフォーカスした
充実した誌面となりました。次号もぜひご
期待ください。

早稲田大学
稲門法曹会
Webサイト
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